
  

 
 

 

 
 

   令和５年度 ７月号  令和５年７月発行 

 
 

《７月》 
21日(金) アルバム写真撮影（部活動） 

 給食終了 球技大会 
 ワックスがけ 

22日(土)、23日(日) 
        県民体育大会、通信陸上 
24日(月) 終業式 
25日(火) 夏季休業開始 
31日(月)～8月4日(金) 
 北信越大会（石川） 

《８月》 
05日(土) ふなはしまつり 
11日(金) 山の日 
14日(月)～18日(金) 
 学校閉庁 
17日(木)～26日(土) 
       全中（四国ブロック） 
22日(火) 全校登校日 
23日(水)  3年登校日 
22日(火)、23日(水) 
 3年第2回到達確認テスト 
29日(火) 始業式 給食開始 
 
《９月》 

7日(木) 体育大会予行 
8日(金) ９月分集金振替日 
9日(土) 第 74 回体育大会(雨天順延) 

11日(月) 振替休業 
12日(火) 生徒会役員選挙 
14日(木) 生徒会役員任命式 
15日(金) 壮行会 
16日(土)、17日(日) 
 新川地区新人大会 
18日(月) 敬老の日 
19日(火) 専門委員会 
21日(木) 地域学校保健委員会 
23日(土) 秋分の日 
25日(月) 学級討議 
28日(木)、29日(金) 
  3年第3回到達確認テスト 
29日(金) 生徒総会 
30日(土) 県中学校駅伝 

「幸せを感じ、たくましく生きる」 
  生徒指導主事     

 いよいよ１学期が終わります。生徒たちにとってどのような１学期になったでしょう

か。１年生は、小学校で学んだ川やサケ・サクラマスの学習を生かし、看板設置や道路の

ペインティングに関するプレゼンテーションを行いました。２年生は、事業所ごとに分か

れて１週間、「社会に学ぶ『14歳の挑戦』」に取り組みました。３年生は、広島、京都、大

阪を巡った修学旅行で、歴史や文化、平和について学んできました。どの学年も、学校の

教育目標である、「『学び』の精神をもち、仲間を思いやり」ながら活動を行えたのではな

いしょうか。 

 さて、「スピンドルニューロン」という言葉をご存じでしょうか。人間の脳の中には、嬉

しいことや楽しいことがあると、幸せを感じて伸びる神経細胞があり、それを「スピンド

ルニューロン」と言います。幸せ体験を重ねて伸びてきたスピンドルニューロンには、ス

トレスに抵抗できる強い力が備わっており、「やる気」を出してくれます。やる気が出れ

ば、気持ちが前向きになり我慢強くなり、考え方や想像力にもよい影響を与えてくれるそ

うです。これらの効果は、学校の教育目標にある「たくましく生きる」力につながるので

はないでしょうか。 

では、「たくましく生きる」力をつけるスピンドルニューロンが、どんな時に伸びるかと

いうと、「我慢してやってきたことをほめられたとき」、「一生懸命やって、達成感や充実感

を得たとき」、「おいしいものを食べたとき」「美しい風景を見たとき」だそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いよいよ生徒たちにとって待ちに待った夏休みが始まります。「部活動を頑張ってみよ

う」、「勉強に力を入れてみよう」、「家族と出かけるのが楽しみ」など様々だと思います。

この夏、出かけた先で美しい風景を見たり、おいしいものを食べたり、部活動や勉強、習

いごと等に打ち込むことで、スピンドルニューロンを伸ばして、「たくましく生きる」力を

つけてもらえたらと思います。 

 最後に、幸せを感じる神経細胞「スピンドルニューロン」が一番伸びるのは、「我慢して

やってきたことをほめられたとき」だそうです。私自身の１学期を振り返ってみると、生

徒一人ひとりの頑張りや一生懸命やってきたことに気付き、十分に認めてこられたかとい

うと、まだまだ不足していると感じています。夏休み以降も、様々な場面で生徒たちの頑

張る姿が見られると思います。苦手なこと、大変なことを「我慢して頑張っている場面」

を積極的に見つけ、認め褒めていくことは私のこれからの課題です。そして、学校の中に、

生徒たちが幸せを感じる「居場所」をつくっていきたいと思っています。 

参考資料：長野雅弘『あなたの子どもは頭がいい！』パンローリング株式会社 

 

 

 

 

〇テニス競技                 〇水泳競技 

 男子 団体２位 北信越大会出場       Ｉ.Ｒ. 100ｍバタフライ  １位 北信越大会出場 全国大会出場 

                       Ｉ.Ｒ. フリーリレー      １位 北信越大会出場 全国大会出場 

                       Ｉ.Ｒ. 50ｍ自由形     ２位 北信越大会出場 

                       Ｉ.Ｒ. メドレーリレー  １位 北信越大会出場 
 

ふ  … ふるさとに根ざし、広い世界に羽ばたく生徒 
な  … 仲間を思いやり、相手の立場になって考える生徒 
は …  
し  … 知る喜び、分かる喜びを求めて学び合う生徒 

学校の教育目標 「学び」の精神をもち、仲間を思いやり、 

    たくましく生きる生徒の育成 
目指す生徒像 

  ホームページ 

 メールアドレス 

funahashi-jhs@tym.ed.jp 

舟橋中学校 検索 

・やる気が出る 

・前向きになる 

・ストレスに強くなる 

・我慢強くなる 

・考え方・想像力に 

 よい影響を与える 

・我慢してやってきた 

  ことをほめられる 

・一生懸命やった達成感や 

  充実感 

・美しい風景 

・おいしい料理 

スピンドルニュー

ロンが伸びる 

 

今年度の北信越大会は 

石川県で行われます！ 

 「たくましく生きる」力 

県選手権大会入賞結果 



第１学年教室より       「中学生最初の一学期を終えて」 
４月、「学ぶ」の石碑前で全員写真を撮りました。入学したばかりで緊張が続くときでしたが、このときは気持ちがほぐれ皆

良い表情で写っていました。 

学習のこと、部活動のこと、生活のこと、友達や先輩、先生との関わりなどたくさんの希望や不安を抱き新しいスタートを

切りました。１学期も終えようとしていますが、皆さんは自分自身がどう成長したと評価しているでしょうか。 

ところであの石碑がなぜあそこにあるのかと思ったことはないでしょうか。石碑は現校舎が開校した当時の舟橋村長の発起

で設置されました。正面玄関前に車が約１０台も駐車できるスペースを使い、日本庭園風に立石、横石、松とツツジの植え込

みがあります。 

ここからは私の勝手な想像です。空に向かい上昇志向を思わせる「学ぶ」と彫られた立石は生徒、

寄り添うようにある横石は教職員、背後の見守るようにある立石は保護者、そして円状の石囲みは地

域である舟橋村です。松は「勇敢」、ツツジは「節度」を表し、厳しい世を生き抜くための資質の一

端です。生徒が保護者、地域、教職員と関わり合い逞しく成長することを期待する当時の村長さんの

強い思いが込められていると私は解釈しています。 

さて、皆さんは入学当初の熱い思いや意志を持ち、困難であっても粘り強く、上手くいかずとも腐

らず、成功しても浮かれること無く、いつも上昇志向で学び挑戦し続けたでしょうか。 

一区切り付けじっくりと１学期を振り返り、新たな挑戦準備の期間も必要です。  【副担任】 

第２学年教室より       「鍵」 

 ２学年は７月３日（月）から「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」を行いました。活動中の真剣な姿は、普段

学校で見るとき以上に頼もしく見えました。活動日誌には、何を考え、どのように行動し、そこから何を

感じたのかが綴られていて、十人十色の「学び」にあふれていました。一部をご紹介します。 

○今日一番嬉しかったことは、自分が一から作った品物を、お客様が手に取ってくれたことです。また、

昨日の経験を生かして、お客様に聞かれて分からないことは「少々お待ちくださいませ」と言うこと

ができました。自分でもちょっと昨日のことを生かせているなと感じました。働くというのは「悔し

い」「嬉しい」「悲しい」など、いろんなことが感じられるのだと思いました。 

○「働く」ということは、必ず人と関わり合いながら活動するということを学びました。働くことの大切

さや人との関わり合いを見直していきたいなと思いました。何よりも人とのコミュニケーションが大切

だと思いました。 

○子供たちとの関わりを大切にして、優しく接したりダメなことをしていたら注意したりすること、また、

できることは子供にやらせたり言わせてあげたりすることで、だんだんと子供たちが成長していくのだ

と思いました。 

 事業所の皆様には５日間、本当にお世話になりました。また、家庭で話を聞いたり弁当を準備したりし

てくださった保護者の皆様、ありがとうございました。生徒一人ひとりの「学び」がスローガンにある「社

会の扉の『鍵』」です。この学びがさらに派生し、繋がり、学年として成長することを楽しみにしています。  

                                       【副担任】 

第３学年教室より         充実の１学期 

○３学年がスタートして早くも１学期が終わろうとしています。夏休みを前に４月に立てた目標を振り返り、１学期に頑張ったこと

や、これからの自己の課題に向き合いました。 

 《１学期の振り返りより》 

 ・部活動を頑張りました。１年生が入って人数が多くなり、最初はとまどいがあったけれど、１年生は初めてのことばかりで不安

な気持ちもあるだろうと思い、積極的に話かけて皆が部活に楽しく参加できるように心がけました。 

 ・１学期頑張ったことは、学習で、今までより学習の時間を増やせました。けれども、テストが終わる頃には気が抜けたりするこ

とがあったので、これからテストが増えていく時期になるので、計画的に学習をしていきたいです。 

 ・僕が１学期特に頑張ったことは、挨拶などの礼儀です。礼儀では最上級生となり、後輩の手本にならなければいけないため、先

生や目上の方への礼儀を特に大切にしました。 

○６月３０日に、『第７４回体育大会』(９月９日)に向けて、結団式が行われました。競技・応援・デコレーション、各分野において

３学年が１・２年生をしっかりリードし、一人一人が輝ける大会になるよう期待しています。 

 今年の体育大会は『力戦奮闘～熱き魂の大決戦を今ここに～』をスローガンに、舟中生全員が一丸となり、これからの学校生活

に活かせるような経験ができればいいと思っています。そして、この体育大会を通して、舟中生全員の絆がより一層深まってほし

いと思います。 （体育大会実行委員長 Ｍさんの言葉） 

 

                                         【副担任】 

 

 

 
 

 


